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地域医療や在宅医療を支える病院として
事業管理者 山崎泉美

公立病院には、「行政や医療機関、介護施設等と連携し、地域に必要な医

療を、公平・公正・継続的に提供し、住民の生命と健康を守り、地域の健全

な発展に貢献する」という大きな使命があります。

安来市立病院におきかえると、高齢化や人口減少に直面している安来市にお

いて、「市民の皆さまが、住み慣れた地域で、適切な医療を受けながら安心

して暮らしていけるように、地域医療提供体制の構築に向けて現状をしっか

りと捉え、地域の医療ニーズに応えていくことが私たちの使命である」と言

えます。

当院は地域医療や在宅医療を支える病院として、令和６年度から、「安来市立病院経営強化プラ

ン」を基に、地域のニーズに応える医療機関へと転換を図りながら、経営基盤の強化を進めてまい

ります。地域を見つめ、不足している医療サービスを洗い出し、限られた医療資源を最大限に活用

し、どのように対応していくのかを考え、実践していくことこそが重要です。

今年度は、外来や救急などの診療体制を見直してのスタートとなります。医師の働き方改革も始

まります。新型コロナ感染症の動向も気になるところです。今の段階では予測しがたい点も多く、

当面は状況を見ながら対応をしていくことになりますが、いつ、いかなる時であっても、「患者様

のために」そして「地域の皆様のために」安来市立病院は地域医療、在宅医療を支える病院として

その役割を果たしていきたい。
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リアルタイム遠隔医療システムの導入について

経営管理課 課長 藤原渉

近年、医療現場において遠隔医療の需要が増えています。この度、当院では企業版ふるさと納税を

活用し、ヘルスケア IT 企業のウィーメックスとの協力により、リアルタイム遠隔医療システム

（TeladocHEALTH：カメラ付きモニター 1台、カメラ付きタブレット 3 台）を導入しました。これに

より、専門医の少ない医療機関と遠隔地の専門医との連携が強化され、地域の医療現場の発展の寄与

につながると期待しています。当面は、この遠隔医療システムを院内で活用していくこととしており

ますが、将来的には、訪問先で使用する在宅医療での活用や、市内外の医療機関と連携が図れるよう

な運用も考えていきたいと思っております。

今後も、より充実した医療サービスを提供するために、新たな取り組みを積極的に行いながら、

経営強化プランに基づき、公立病院としての使命を果たしていきたいと思っております。

◆リアルタイム遠隔医療システムの特徴

医療機関と遠隔地の医師をオンラインで繋ぎ、リア

ルタイムで症状や診断結果を共有することができま

す。超音波診断装置などの周辺医療機器との連携も

可能であり、患者さんの状態を迅速に把握すること

ができます。システムには高解像度カメラも搭載さ

れ、遠隔地の医師がリアルタイムで操作を行うこと

が可能です。
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病院ＱＲコード

安来市立病院 地域連携室

・連携室長：竹田裕司

・在宅支援係：田中詳子、岡野由香里、安部容子

・地域連携係：山本啓輔、玉木直之、祖田成子

金山亜友里

受付時間 ８：３０～１７：００

【TEL】 ０８５４－３２－２３３３

０８５４－３２－２４４１

【FAX】 ０８５４－３２－２３３５

地域連携室よりお知らせ
令和 5年度 4月に、在宅医療充実のために在宅支援係を設置し一年が経過しました。地域連携室

に訪問看護師とセラピストが常駐することで、医療・介護との連携に一定の役目を果たせてきたの

ではないかと自負しております。今後も、皆様方と病院を繋ぐ重要な窓口として今後も邁進いたし

ますので、是非お気軽にご相談ください。

また、レスパイト入院も随時受け付けておりますので、在宅介護にお困りの方がいらっしゃいま

したら、いつでもご相談ください。申込用紙とお電話での申込をお願いいたします。

空床情報は当院ホームページに掲載しております。ＱＲコードもしくは、｢安来市立病院｣で検索

の上ご確認ください。


